
在宅医療（終末期ケアを含む）の連携のイメージ   



訪問着護の利用人数と自宅死亡の割合  

○ 都道府県別にみた高齢者人口千人当たりの訪問看護利用者数には約4倍の開きがある（最多は長野   

県、最小は香川県）。  
○高齢者の訪問看護利用が高い都道府県では、在宅で死⊂する者の割合が高い傾向にある。  
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自宅死亡割合（％ヲ                     ぅ仁         【出典】介護サービス施設・事業所調査（平成19年）、人口動態調査（平成19年）、平成19年10月旧現在推計人口（総務省統計局）一〕   



多機能サービスを提供する地域の拠点整備例（長岡市こぶし固）（1）   



多機能サービスを提供する地域の拠点整備例（長岡市こぶし固）（2）  
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高齢者向け住宅  

82′486戸  

シルバーハウジング  

賃貸住宅  高齢者専用  

高齢者向け  

優良賃貸住宅  

認知症高齢者  

グループホーム  

有料老人ホーム  

指定なし 38′371  

特定施設入居者生活介護  

144′924  
l  

l  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿し＿＿   

その他の施設・  
軽費老人ホーム  

養護者人ホーム  
居住系サービス  

474′468人  

計1′413′341  

老人保健施設  

介護保険3施設  

837′431人  

特別養護老人ホーム  

10，730（H19．10）  介護療養型医療施設  
18   



介護保険施設等の概要  

介護老人福祉施設  
特定施設  

介護療養型   認知症高齢者  
老人保健施設  

（有料老人ホーム、  
（特別養護老人ホーム）  

医療施設   グループホーム   ケアハウス等）  

（注1）  
（注1）   

要介護高齢者が在  
重医療・要介護高  要介護高齢者も含  

要介護高齢者のため  宅復帰を目指すリ  
基本的性格  

の生活施設   ハビリテーション施  齢者の長期療養施 五几  

設  石又   の生活施設  

施設数   6，015   3，500   2，252   9，292   2，617   

132，069  97，645  
定員数   422，703   319，052   99，309  

（注2）  （注2）  

（注1）介護老人福祉施設及び特定施設の施設数及び定員数（利用者数）は、地域密着型施設を除いた数字である。  
（注2）認知症高齢者グループホーム及び特定施設については定員数ではなく利用者数を記載している。  

（資料出所）施設数、定員数（利用者数）については、厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（平成20年10月1日時点）。  
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介護保険施設等の主な基準等  

介護療養型  

老人保健施設   
特別養護  認知症高齢者  

医療施設  老人ホーム  グループホーム   
特定施設   

平均要介護度  4．31   3．27   3．81   2．60   2．65   

平均在所日数  427．2日   277．6日   1，465．1日   （データなし）   （データなし）   

1人当たり居室面積  6．4nて以上   8ポ以上   10．65nて以上   7．43nて以上   適当な広さ   

1部屋の定員数  4人以下   4人以下   4人以下   原則個室   原則個室   

3以上  常勤1以上  必要数  

医師  
48：1以上  100：1以上  （非常勤可）   

看護職員   6：1以上   
看護・介護  

一■■  

看護・介護  
看護・介護  

3：1以上  主  
3：1以上  

3：1以上  

な  6：1以上  入所者100人の  
3：1以上  

（看護2／■7）  
利用者100人の  

貝  PT及びOTが   PT又は01－が  

配  ；商当数   100二1以卜  

置   

基  
100：1以上   

準   

介護支援専門員   常勤1以上   常勤1以上   常勤1以上   1以上   1以上  

（計画作成担当者）   100：1以上   100：1を標準   100：1を標準  100：1を標準   

1平均要介護度は、厚生労働省「介護給付費実態調査」（平成20年2月審査分）から算出  

2平均在所日数については、厚生労働省「介護サービス施設・事業所調査」（平成19年9月中の退所者等について）  

3 特定施設は、外部サービス利用型特定施設を除く。  
20   



特別養護者人ホームの入所申込者の状況  

単位：万人  

要介護1～3   要介護4～5   計   

仝体   
24．3   17．9   42．1  

（57．6％）   （42．4％）   （100％）   

うち在宅の方   
13．1   6．7   19．9  

（31．2％）   （16．0％）   （47．2％）   

うち在宅でない方   
11．1   11．1   22．3  

（26．4％）   （26．4％）   （52．8％）   

※各都道府県で把握している特別養護老人ホームの入所申込者の状況を集計した  

もの。（平成21年12月集計。調査時点は都道府県によって異なる。）  

＝1   



介護拠点等の緊急整備  

合計16万人分整備  3年間で12万人分整備に4万人分を前倒し、  

（1）目的   

小規模特別養護老人ホーム（定員29人以下）やグループホームなどの整備に係る市町村交付金  

の拡充、定員30人以上の施設の整備に係る都道府県補助金に対する地方財政措置の拡充によ   
り、地域の介護ニーズに対応する。  

（3）事業規模   合計約3，011億円（3年分）   



○高齢者の8割以上は持家世帯  

6ち歳以上の持家率は85．7％  

○高齢者の9割以上は在宅  

第1号被保険者2，751万人のうら2，646万人（9  
6％）が在宅  

○要介護の高齢者も約8割が在宅   

要介護認定者453万人のうら348万人（77％）が  

12．5％  87．5％   

43．1％  56．9％   

70．2％  29．8％   

80．3％  19．7％   

84．7％  15．3％   

86．0％  14．0％  

85．7％  14．3％  

家計調査」（総務省統計  

29歳以下   

30歳代   

40歳代   

50歳代   

60歳代   

70歳以上   

（別掲）65歳以上  

出典：「平成19年  

局）  ‥在宅介護  
r●■－－－－－－－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－●■■－－■■一一  
1  

1  

第1号被保険者数 2，751万人  
l  

l  

l  

l  

t  

l  

l  

＿ ＿ ■ ■ ■■ ■－ ■■ －■ － ● ■■ － －■ ■ ● ■ ■l■■ ■■ ■ ■■ －■ ■ ■ ● ■■ ‾ ‾ ‾1  

l  

l  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

r‾‾‾‾‾‾‾‾ 

施設等  

：105万人：  

（4％）  
l＿＿＿＿＿＿＿●一  

①第1号被保険者数、要支援・要介護認定者数については、平成19年度介護保険事業状況報告より、平成19年度末の数値0  
②施設等入所者数については、平成19年介護サービス施設・事業所調査結果の概況より、介護保険3施設の在所者数及び認知症対  
応型共同生活介護、特定施設入所者生活介護の利用者数の合計。  23   



○ 我が国における、65歳以上人口に占める高齢者住宅等の定員数の割合は、  
欧米諸国と比較して少ない 。  

○各国の高齢者の居住状況（定員の比率）（全高齢者における介護施設・高齢者住宅等の定員数の割合）  

日本（2005）  ）   4．4％   

ナーシングホーム、  サービスハウス等  ※制度上の区分は明確ではなく、  

類型問の差異は小さい。  
グループホーム等  6．5％  （2．3％）  スウェーデン（2005）※3  

プライ工ボーリ・工ルタボーリ等  

（8．1％）  
プライ工ム等   

（2．5％）  デンマーク（2006）※4  

シェルタードハウジ  
（8．0％）  

ケアホーム   
（3．7％）  

6．2％  米国（2000）※6   

■■ ■■ ■一 一 ■ － ■ ■ll■■ ■ ■ － －■ －■－ ■■■－ ●－ － － － － －■ － －■ － － － － ■■■－ － － －－ － － 一 一 ■－ － － － － － － － － t ■■■－ － － － － ■－ － － － －－ ■－ － － － － ■■■ ■1－ － － － － ■－ －■ ■－ ●■ ■ ■■ － ■■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■ ■ll1－ ■ － ■－ － － ■ ■ ■■■ － － ■－ ■1－1■■   

※1シルバーハウジング、高齢者向け優良賃貸住宅、有料老人ホーム及び軽費老人ホーム（軽費老人ホームは2004年）※2 介護保険3施設及びグループホーム  

希壷半音憾ヂOCialstyre■sen（スウ：‾デン社会省）聞き取り調査時の配硝料（2006）  ※4DenmarkSocialministeriet（デンマ‾ク社会省）聞き取り調査時の西  

※5 ElderIyAccommodationCounseI（2004）「theolderpopulation」  ※6 医療経済研究機構「米国医療関連データ集」（200雪4   





療養病床の再編成について  

○平成24年3月31日までに、療養病床を再編成し、医療の必要度に応じた機能分担を推進   
することにより、利用者の実態に即したサービスの提供を図る。   
→主に医療が必要な方には医療サービス、主に介護が必要な方には介護サービスを  

○現在の療養病床（医療療養病床、介護療養病床）に入院している患者を退院させず（ベッド   
数を削減せず）、老人保健施設や特別養護老人ホームなどの介護施設等に転換するもの。   
⇒医療・介護トータルの受け皿数は確保  

○なお、介護施設等への転換は、医療機関の経営判断による。  
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医療療養病床  
（約21万床）  

※45都道府県の合算値  
未定の2県を含めると約22万床の見込み  

医療療養病床  

（23万床）  

（医療保険からサービスを給付）  
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ノ  介護療養型  夜間対応  

介護療養病床  
l－・－  

（12万床）  

（介護保険からサービスを給付）  

老人保健施設  
■ t ■ t ＝ ■ Ⅷ t t t ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ t ■1■ U ■ ■ ■ ■ ■ 畑 ■   

従来型の老人保健施設  、r  

（注1）病床数は平成18年10月現在の数値。  
（注2）医療療養病床からは回復期t」ハ病床（約2万床）を除く。  



医療療養病床・介護保険施設について  

介護療養  
介護療養型  （従来型の）  

医療療養  

病床  
老人保健  老人保健  

床  
施設  施設   

ベッド数   
約2635床※3  

約26万床   約9万床  
（H20．5創設）   

約31万床   

1人当たり  
8．0「パ以上  

6．4nて以上   6．4ポ以上  （大規模改修までは6．  8．Onて以上   
床面積  

4ポ以上）  

平均的な1人当たり  

費用額※1  約49万円   約41．6万円   約37．2万円※2   約31．9万円   

（H21改定後）  

医師  3人   医師  3人   医師   1人   医師  1人  

人員配置  
看護職員20人   看護職員18人   看護職員18人   看護職員10人  

（100床当たり）  
介護職員20人   介護職員18人   介護職員18人  介護職員24人  

施設の種類   

財  源  介護保険  

※1多床室 甲地 の基本施設サービス費について、1月を30．4日と仮定し1月当たりの報酬額を算出。  
※2 介護職員を4：1で配置したときの加算を含む。   

※3 平成22年1月現在 各都道府県より厚生労働省老人保健課へ報告された病床数に基づ＜。  - I 




